
① 体調の自己管理 

（朝夕の検温・健康観察・生活リズ

ムの見直し・ストレスの発散等） 

② 一人ひとりの基本的感染対策 

（こまめな手洗い、正しいマスクの着

用・身体的距離の確保） 

③ 換気の徹底 

（窓やドアを二方向開け、空気の通

り道を作る） 

＊私たちに必要なことは、気を引き締め 

た自己の健康管理を行うことです。 

 

  

２０２１年(令和３年)も最後の 1 ヶ月となりました。今年は、新型コロナウイルス感染症が感染拡大し 

関連ニュースが連日メディアで取り上げられていましたが、現在は全国的にも感染状況が落

ち着いている状況です。しかし、感染リスクがゼロになったわけではありません。私たちは今で

きること、正しい情報を得ること、そして手洗い・3密を避けソーシャルディスタンスをとる・マス

ク着用・咳エチケットなどの基本的な感染症対策を行っていきましょう！ 

 

 ＣＯ２(二酸化炭素)濃度測定器を各クラスに設置！ 

新型コロナウイルス感染症では、３密（換気の悪い密閉空間・多数が集まる密集場所・間近で

会話や発声をする密接場所）が重なる場で、集団感染のリスクが高まるとされています。 

密閉の回避として、換気の徹底が重要です。換気ができているかを「見える化」するために、CO2

（二酸化炭素）濃度測定器を各クラスに設置しました。学校環境衛生基準では、二酸化炭素濃

度が１５００ｐｐｍ以下であることが望ましい 

と規定されています。各教室で少なくとも 

１５００ｐｐｍ以下に保持することが大切です。 

 

＊空気が乾燥するので、加湿器も各教室に 

 設置しています。 

ＣＯ２濃度    警告表示色        アラーム 

   ０ ～ ８００ｐｐｍ   緑          なし 

 ８０１～１２００ｐｐｍ   黄          なし 

１２０１～１５００ｐｐｍ   橙    ピピ音     約 10 分に１回 

１５０１ｐｐｍ 以上～   赤    ピピピピ音  約10分に１回 

 

世界エイズデー（World AIDS Day：12 月 1 日）は、世界レベルでのエイズのまん延防止と患者・感染者に対する差

別・偏見の解消を目的に、WHO（世界保健機関）が 1988 年に制定したもので、毎年 12 月 1 日を中心に、世界各国で

エイズに関する啓発活動が行われています。 

 

 

今後の保健行事 

１２月２０日（月）薬物乱用防止教室 ２・３時間目 体育館 

         埼玉県警察本部非行防止指導班「あおぞら」 

１２月２２日（水）２年生 思春期講座 ３時間目 体育館 

         講師：助産師 桜井裕子 氏 

１月１２日（水）身体測定 １時間目（１年生）２時間目（２年生） 

        １年生 思春期講座 ６時間目 体育館 

        講師：桜井裕子 助産師 

１月１３日（木）身体測定 １時間目（３年生）・3 時間目(若駒）  

        フォローアップ歯科健診 昼休み ２年生  

                    放課後 １年生 

        ２年生 歯科保健指導 ５時間目 ２－１・２－３ 

                   ６時間目 ２－２・２－４     



 

〈ニュースから考える：マスクの下、口呼吸にご用心〉 

 マスクが外せない日々が続いています。そんな中、無意識のうちに、マスクの下で口が開いて

いる人が増えているそうです。口呼吸になると、口の中が乾燥してウイルスが入りやすくなった

り、雑菌が増殖しやすくなったりします。また、唾液の働きが弱まり、むし歯や歯周病の原因菌が

活動しやすい口腔環境になり、歯肉の腫れや口臭の原因にもなります。歯並びが乱れ、かみ合

わせが悪くなる心配もあるそうです。 

  人間本来の呼吸法は「鼻呼吸」です。今、口呼吸にかいぜんしていく 「あ・い・う・べ体操」

が注目されています。食後に１０回、一日３０回を目安に続けていると、自然に口を閉じることが

できるようになります。お試しください。 


